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“給湯”を知る
特集

株式会社サンクラッド
注目企業を訪ねる

廃棄されてきたコーヒーの豆かすを
循環資源に

脱炭素リューション
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時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

進
化
す
る
給
湯
器

　

給
湯
の
歴
史
を
遡
っ
て
み
る
と
、
国
産

第
１
号
の
「
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
」
が
発
売

さ
れ
た
の
は
今
か
ら
94
年
前
の
１
９
３
０

年
。
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
薪
や
石
炭

か
ら
ガ
ス
・
石
油
へ
と
大
き
く
転
換
し
た

１
９
６
０
年
代
に
は
、
家
庭
に
ガ
ス
風
呂

釜
が
普
及
し
始
め
た
。
そ
し
て
台
所
専
用

の
ガ
ス
小
型
湯
沸
か
し
器
も
登
場
。
お
風

呂
だ
け
で
な
く
台
所
で
も
お
湯
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
１
９
６
４
年
に
深
夜
電

力
の
割
引
が
開
始
さ
れ
る
と
、
夜
の
電
力

で
お
湯
を
沸
か
す
給
湯
器
も
誕
生
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
台
の
給
湯
器
で
お
風
呂
や

台
所
な
ど
家
庭
の
給
湯
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
浴
槽
の
追
い
焚
き
機
能
も
登
場

し
、
現
在
で
は
自
動
追
い
焚
き
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
床
暖
房
や
浴
室

暖
房
乾
燥
機
な
ど
の
機
能
を
付
け
る
こ
と

も
可
能
に
な
っ
た
。

省
エ
ネ
化
に
向
け
て
導
入
支
援
継
続

　

近
年
は
機
能
性
だ
け
で
な
く
、
環
境
に

配
慮
し
た
給
湯
器
の
開
発
に
力
が
注
が
れ

て
い
る
。
ガ
ス
給
湯
器
「
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
」

や
石
油
給
湯
機
「
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
」
は
、
従

来
廃
棄
さ
れ
て
い
た
排
気
熱
を
再
利
用
し
、

少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
お
湯
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
給
湯
器
だ
。
電
気

を
熱
源
と
す
る
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
は
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
＊
１
を
利
用
し
て
お
湯
を
沸
か
す

た
め
電
気
使
用
量
を
削
減
で
き
る
。
ま
た
、

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
と
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
利
点
を

組
み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
機
」

も
誕
生
し
た
。
さ
ら
に
発
電
し
な
が
ら
お

湯
を
作
る
家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
」
も
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
は
発
電
時
の

排
熱
で
お
湯
を
沸
か
し
貯
湯
す
る
た
め
、

高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
実
現
で
き
る
。

　

累
計
出
荷
台
数
＊
２
は
、
エ
コ
ジ
ョ
ー

ズ
１
２
１
８
万
台
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

９
０
１
万
台
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
50
万
台
に

の
ぼ
る
が
、
さ
ら
な
る
導
入
に
向
け
国
も

支
援
し
て
い
る
。
今
年
度
は
「
住
宅
省
エ

ネ
２
０
２
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
「
子

育
て
エ
コ
ホ
ー
ム
支
援
事
業
」「
給
湯
省

エ
ネ
２
０
２
４
事
業
」「
賃
貸
集
合
給
湯

省
エ
ネ
２
０
２
４
事
業
」
と
い
う
３
つ
の

補
助
事
業
を
実
施
（
補
助
対
象
は
Ｐ
３
図

参
照
）
。
な
お
、「
給
湯
省
エ
ネ
２
０
２
４

事
業
」
は
２
０
２
２
年
度
補
正
予
算
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
予
算
は
５
８
０
億
円
と

前
年
度
の
約
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

る
中
、
給
湯
器
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て

い
く
の
か
今
後
も
注
目
だ
。

「2050年カーボンニュートラル」の実現に向け、国を挙げて省エネ対策が加速している。
家庭で消費されるエネルギーの用途別CO2排出量は、給湯器が全体の4分の1を占めており、

給湯の省エネ化は住まいのCO2排出対策に不可欠だといえる。
省エネに貢献する給湯器の導入支援は

「住宅省エネ2024キャンペーン」として補助事業が実施され、
交付申請受付（予約を含む）が始まっている。

今号では、給湯器の種類と特徴を整理し、給湯器メーカーの取り組みを紹介する。

“給湯”を知る
特  集

＊1：		ヒートポンプ：空気中の熱を集めて移動させ、空調や給湯などの熱源として使う技術
＊2：	累計出荷台数の出所は、
	 エコジョーズ1218万台(2022年3月）日本ガス石油機器工業会
	 エコキュート901万台（2023年8月）ヒートポンプ･蓄熱センター
	 エネファーム50万台（2024年1月）エネファーム	パートナーズ　

図. 給湯器の種類と特徴

＊1：補助対象となる製品は性能要件を満たした機器のみ
＊2：停電時は太陽光発電、蓄電池などからの電気の供給が必要
＊3：貯湯タンクが満杯になると発電を停止する
＊4：停電時に発電を継続するには、停電発生時に発電中である必要がある

編集室が取材などをもとに作成
※	本誌で紹介している製品・サービスなどの名称は、
	　一般に各社の商標または登録商標です

仕組み

特徴

対象となる
補助事業＊1

お湯の作り方

従来型

ガスの燃焼 ガスの燃焼

ガス給湯器

ガス
灯油の燃焼 灯油の燃焼

石油熱源

種類
エコジョーズ（潜熱回収型ガス給湯器） 従来型

石油給湯器 
エコフィール(高効率型石油給湯機)

― ―

仕組み

特徴

対象となる
補助事業＊1

お湯の作り方

電気温水器

電気ヒーター 空気熱

電気給湯器

電気熱源

種類
エコキュート（自然冷媒ヒートポンプ給湯器）

仕組み

特徴

対象となる
補助事業＊1

お湯の作り方

ハイブリッド給湯機

空気熱＋ガスの燃焼 発電の排熱＋ガスの燃焼
電気、ガス ガス熱源

種類 エネファーム（家庭用燃料電池）

貯湯ユニット 貯湯ユニット 燃料電池ユニット

電気湯

湯

バックアップ
熱源機

熱利用
熱交換器

水素

電気

発電

熱

熱交換
ガス

酸素（空気）

ヒートポンプユニット

湯

水 水

湯

湯

水

空
気
熱
交
換
器

給
湯
熱
交
換
器

エコジョーズ

空
気
熱

熱

ファン

貯湯タンクに
お湯がない場合

貯湯ユニットヒートポンプユニット

湯一次熱交換器

二次熱交換器

湯

水

湯

水

空
気
熱
交
換
器

給
湯
熱
交
換
器

空
気
熱

熱

ファン

湯

水

ヒーター

約60℃

湯一次熱交換器

二次熱交換器

約50℃

湯

熱交換器

水

約200℃

湯

熱交換器

水

約200℃

水

水水

① ガスから取り出した水素と、空気中の酸素を化学反応させて発電する　②発
電過程で発生した排熱でお湯を作る　③お湯は貯湯タンクに蓄えられる＊3

①空気熱を自然冷媒に集めて圧縮し高温にする　②高熱を水に伝えてお湯を作
る　③お湯は貯湯ユニットに蓄えられる　※お湯がなくなったらエコジョーズ
で作る

●  エネルギー効率が良いため、省エネに貢献　●  停電時でもガスが使えれば発電で
きる＊4　● 断水しても貯湯タンクの水が使える　● 導入コストは高く、設置スペー
スも必要

●　湯切れの心配がない　●  ガス・電気のどちらか利用できれば、お湯を作ることが
可能＊2　●  断水しても貯湯タンクの水が使える　●  家庭の給湯利用状況を学習す
る機能があり、使う分だけお湯を作るのでロスが少ない　●  設置スペースが必要

①空気熱を自然冷媒に集めて圧縮し高温にする　②高熱を水に伝えてお湯を作
る　③ お湯は貯湯ユニットに蓄えられる

●  電気温水器に比べて電気使用量は約1/3に削減　●  断水しても貯湯タンクの水が
使える　●  設置スペースが必要　●  タンクの容量が少ないと湯切れの不安がある

● 燃焼機構がないので安全性が高い　●  動作音がなく静か　●  断水しても貯湯タ
ンクの水が使える　●  タンクの容量が少ないと湯切れの不安がある

―

①二次熱交換器で、従来廃棄されてい
た一次熱交換器からの排気熱を再利用
し温める　②一次熱交換器でさらに加
熱しお湯を作る

● 従来型と比べてランニングコストが
安くなる　●排気熱を冷やしたときに
出る「ドレン水」の処理が必要

①二次熱交換器で、従来廃棄されてい
た一次熱交換器の排気熱を再利用し温
める　②一次熱交換器でさらに加熱し
お湯を作る

● 従来型と比べてランニングコストが
安くなる　● 排気熱再利用の際に出る
「ドレン水」の処理が必要

● 一般的な給湯器　● 本体が比較的小さ
く、大きな設置スペースを必要とし
ない

● パワーが強いため、寒冷地での利用
に向いている　●  灯油の補充が必要

子育て 給 湯

子育て 給 湯 給 湯

子育て 賃貸給湯 子育て 賃貸給湯

暖房

床暖房

浴室
乾燥

子育て 子育てエコホーム支援事業 給 湯 給湯省エネ2024事業 賃貸給湯 賃貸集合給湯省エネ2024事業
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“給湯”を知る

特		集

機
で
す
。
こ
れ
は
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
熱
源
機
と
し
て
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
を

組
み
合
わ
せ
た
給
湯
器
で
す
。
構
造
上
、

従
来
の
ガ
ス
給
湯
器
と
比
べ
る
と
設
置
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
が
、
タ
ン
ク
内
の
お

湯
が
な
く
な
る
と
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
で
お
湯
を

沸
か
す
た
め
湯
切
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
生
活
パ
タ
ー
ン
を
学
習
す
る

機
能
に
よ
り
、
お
湯
が
必
要
な
時
間
帯
や

湯
量
を
予
測
し
効
率
よ
く
貯
湯
し
ま
す
。

　

当
社
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
機
「
ユ
コ

ア
Ｈ
Ｙ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
従

来
型
と
比
較
す
る
と
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
は
約
３
～
４
割
、
年
間
の
光
熱
費
は

約
７
～
８
万
円
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。
太
陽
光
発
電
の
優
先
的
な
自
家
消
費

も
で
き
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
さ
ら
に
削

減
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
学
習
機
能
に

よ
っ
て
お
湯
を
た
く
さ
ん
使
う
時
間
帯
に

高
温
で
お
湯
を
貯
め
て
お
き
、
使
用
す
る

際
に
水
を
ま
ぜ
て
設
定
温
度
に
し
ま
す
。

万
が
一
タ
ン
ク
に
お
湯
が
な
く
な
っ
て
も

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
が
お
湯
を
作
る
の
で
、
貯

湯
タ
ン
ク
は
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
よ
り
小
型
で

す
。
設
置
性
を
改
善
す
る
た
め
に
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
・
貯
湯
ユ
ニ
ッ
ト
・

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
熱
源
機
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
）

を
分
離
し
て
設
計
し
た
「
ユ
コ
ア
Ｈ
Ｙ
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｄ-

Ｃ
」
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
多

彩
な
設
置
レ
イ
ア
ウ
ト
に
対
応
で
き
る
た

め
、
狭
小
地
で
も
設
置
で
き
る
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

除
菌
や
入
浴
サ
ポ
ー
ト
機
能
も
充
実

　

現
在
は
、
顧
客
満
足
度
の
た
め
に
給
湯

以
外
の
＋
α
の
機
能
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
社
で
は
給
湯
を
通
し
て
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
社
会
課
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
新
た
な
機
能
を
開
発
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
衛
生
面
の
機
能
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
衛
生
面
へ
の
ニ
ー
ズ

が
急
激
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
二

つ
の
除
菌
機
能
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
一

つ
目
は
、
給
湯
器
中
に
組
み
込
ま
れ
た
Ｕ

Ｖ
除
菌
ユ
ニ
ッ
ト
に
湯
船
の
水
を
循
環
さ

せ
て
除
菌
す
る
機
能
で
す
。
２
人
目
以
降

も
気
持
ち
よ
く
入
浴
で
き
、
汚
れ
た
残
り

湯
を
洗
濯
に
利
用
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ

る
場
合
で
も
、
除
菌
済
み
の
た
め
安
心
し

て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
二
つ
目
は
オ

　

当
社
で
は
ガ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
る

ガ
ス
釜
を
開
発
し
た
１
９
６
０
年
代
以

降
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ガ
ス
給

湯
器
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。〝
お
湯
が

出
る
の
は
当
た
り
前
〟
の
時
代
に
な
る
と

ニ
ー
ズ
は
省
エ
ネ
へ
と
向
か
い
、
誕
生
し

た
の
が
高
効
率
の
ガ
ス
給
湯
器
「
エ
コ

ジ
ョ
ー
ズ
」
で
す
。
現
在
、
ガ
ス
ふ
ろ
給

太
陽
光
発
電
の
有
効
活
用
に
期
待

　

１
９
６
４
年
の
深
夜
電
力
割
引
開
始
に

伴
い
、
電
力
の
安
い
夜
間
に
沸
き
上
げ
を

行
う
電
気
温
水
器
の
販
売
を
開
始
し
、

２
０
０
２
年
に
は
省
エ
ネ
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
受
け
、
高
効
率
を
実
現
し
た
「
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
」
を
発
売
し
ま
し
た
。
オ
ー
ル
電
化
や
太

陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
活
用
な
ど
の
観
点

か
ら
も
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
業
界
需
要
は

毎
年
平
均
１
０
６
～
１
０
７
％
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
は
大
気
熱
を
利

用
し
て
お
湯
を
沸
か
す
の
で
、
従
来
の
電

気
温
水
器
と
比
較
し
て
電
気
使
用
量
は
３

分
の
１
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
気
中

の
熱
を
取
り
込
む
「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ

ト
」
と
、
沸
か
し
た
お
湯
を
貯
め
る
「
貯
湯

ユ
ニ
ッ
ト
」
か
ら
な
る
た
め
、
断
水
時
に

は
貯
湯
タ
ン
ク
の
湯
水
を
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
方
で
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
貯
湯
ユ
ニ
ッ
ト
の
断
熱
材
を
変

更
す
る
な
ど
改
良
を
実
施
し
、
狭
小
地
で

も
設
置
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
進
め
て
い

湯
器
に
お
け
る
出
荷
台
数
の
約
５
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
は
、
従
来
大
気
に
廃
棄

し
て
い
た
給
湯
の
排
気
熱
を
利
用
す
る
た

め
、
熱
効
率
は
従
来
型
の
80
％
に
対
し

95
％
に
ま
で
向
上
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

ド
レ
ン
水
処
理
の
専
用
排
水
工
事
が
必
要

な
点
が
さ
ら
な
る
高
効
率
化
を
進
め
る
た

め
の
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
省
エ
ネ
ニ
ー
ズ

も
一
層
高
ま
り
、
誕
生
し
た
の
が
新
世
代
の

給
湯
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯

ま
す
。
ま
た
、
最
新
モ
デ
ル
で
は
太
陽
光

発
電
が
あ
る
場
合
に
、
翌
日
の
日
射
量
予

報
を
基
に
夜
間
沸
き
上
げ
を
減
ら
し
昼
間

に
沸
き
上
げ
る
「
ス
マ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー

チ
ャ
ー
ジ
」
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
日
射

量
予
報
と
専
用
ア
プ
リ
が
連
携
し
て
自
動

で
お
湯
の
沸
き
上
げ
を
行
い
、
当
社
従
来

給
湯
器
メ
ー
カ
ー
の
取
り
組
み
　

国内事業統括本部　営業本部
関東支社　広域営業推進室

マネージャー

佐川 賢次氏

空質空調社　マーケティング本部
日本マーケティングセンター
電化マーケティング統括部

給湯企画推進部　部長

渡邉 則孝氏

空質空調社　マーケティング本部　
日本マーケティングセンター
電化マーケティング統括部

給湯企画推進部　販促企画課　課長　

渡邊 栄二氏

時
代
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

給
湯
を
通
じ
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る

省
エ
ネ
化
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
機
能
を
追
求
し

カ
ー
ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
給
湯
シ
ス
テ
ム
確
立
へ

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

バックアップ熱源機は既存の設置位置に合わせて壁掛け設置が可能。ま
た、貯湯ユニットは軽量のため基礎工事が不要

ハイブリッド給湯システム
「ユコアHYBRID-C」

エ
コ
キ
ュ
ー
ト

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
機

貯湯ユニットとバックアップ熱源機は、2ｍ以内で2
面設置もできる

ま
た
、
睡
眠
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
専
用
ア

プ
リ
で
就
寝
予
定
時
刻
を
設
定
す
る
と
、

入
眠
し
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入
浴
を
お

知
ら
せ
す
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。

ガ
ス
か
ら
水
素
へ
の
切
り
替
え
に
も
対
応

安
全
で
安
定
し
た
給
湯
を
追
求
す
る

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
薪
か
ら
ガ
ス
に
代
わ
っ

た
よ
う
に
、
ガ
ス
か
ら
水
素
に
代
わ
る
未

来
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
将
来

を
見
据
え
、
水
素
１
０
０
％
燃
焼
の
家
庭

用
ガ
ス
給
湯
器
を
開
発
し
ま
し
た
。
従
来

の
ガ
ス
給
湯
器
と
同
様
の
使
い
勝
手
を
実

現
し
、
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
だ
け
で
ガ

ス
で
も
水
素
で
も
使
用
が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
壊
れ
る
ま
で
給
湯
器

を
使
う
と
い
う
状
況
を
変
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
給
湯
器
を
取
り
換
え
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
壊
れ
た
と
き
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
状
況
は
事
故
に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
ぐ
に
取
り

付
け
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
か
ら
機
能
よ
り
価

格
で
選
択
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、

点
検
時
に
給
湯
器
の
情
報
を
ユ
ー
ザ
ー
に

周
知
す
る
こ
と
で
高
機
能
商
品
へ
の
転
換

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
と
ら
え
、

給
湯
を
通
じ
た
社
会
課
題
の
解
決
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

ゾ
ン
水
配
管
ク
リ
ー
ン
機
能
で
、
湯
船
の

排
水
を
検
知
す
る
と
自
動
で
オ
ゾ
ン
水
除

菌
ユ
ニ
ッ
ト
で
生
成
し
た
オ
ゾ
ン
水
を
流

し
、
配
管
を
除
菌
し
て
排
水
口
の
ぬ
め
り

も
低
減
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
社
で
は
産
学
連
携
に
よ
り

入
浴
中
の
深
部
体
温
の
変
化
を
高
精
度
で

測
定
す
る
新
技
術
「
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
」
を
確

立
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術
を
活
用
し
、
安

全
な
入
浴
や
睡
眠
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
も
充

実
さ
せ
ま
し
た
。
浴
室
で
の
事
故
は
交
通

事
故
の
２
倍
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

で
す
が
、
実
は
浴
槽
で
の
ぼ
せ
て
意
識
を

失
い
溺
れ
る
方
も
多
い
の
で
す
。
こ
れ
を

防
止
す
る
た
め

に
は
、
い
か
に

早
く
気
付
け
る

か
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
そ
こ

で
、
浴
室
環
境

に
応
じ
た
お
知

ら
せ
機
能
で
長

湯
に
よ
る
の
ぼ

せ
対
策
を
サ

ポ
ー
ト
す
る

「
ホ
ッ
と
湯
上
が

り
モ
ー
ド
」
を
追

加
し
ま
し
た
。

エコジョーズ

エコキュート

バックアップ
熱源機

ヒートポンプ
ユニット

貯湯ユニット

給湯・保温一時エネルギー消費量（GJ／年）

＜算定条件＞
●  建築物のエネルギー消費性能に関する技術情報（国立研究開発法人建築研究所 協力：国土交通
省国土技術政策総合研究所）によるエネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）6 地域

●  エコジョーズ：モード熱効率92.5％

基準給湯器
（LPガス）

エコジョーズ ユコア
HYBRID-C

25.1 21.6 16.4

約35%
削減

エレクトリックワークス社
電材＆くらしエネルギー事業部

 環境エネルギー BU
商品企画部 部長

扇原 弘嗣氏
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さ
れ
て
お
り
、
太
陽
光
発
電
と
の
効
率
的

な
連
携
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
認
知
度
は
ま

だ
ま
だ
低
い
状
態
で
す
。
実
機
機
能
体
験

が
で
き
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
な
ど
を
活
用
し

て
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
販
売
を

拡
大
し
、
当
社
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
一
層
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
機
能
を
強
化

　

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
ガ
ス
と
空
気
で
発
電

す
る
家
庭
用
燃
料
電
池
で
す
。
燃
料
電
池

は
宇
宙
船
な
ど
特
殊
な
分
野
で
し
か
使
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
９
９
０
年

代
に
一
般
利
用
に
向
け
て
国
が
動
き
出

し
、
当
社
で
も
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

初
め
て
試
作
機
が
完
成
し
た
２
０
０
１
年

か
ら
発
電
寿
命
な
ど
の
改
善
を
経
て
、

２
０
０
９
年
に
世
界
で
初
め
て
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
「
燃
料
電
池
ユ

ニ
ッ
ト
」
と
「
貯
湯
ユ
ニ
ッ
ト
」
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
発
電
時
の
排
熱
を
回
収
し
て

給
湯
や
暖
房
に
利
用
で
き
ま
す
。
98
％
の

総
合
効
率
を
誇
り
、
家
庭
の
年
間
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
約
３
分
の
１
削
減
で
き
ま
す
。

　

ま
た
現
行
モ
デ
ル
で
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
機
能
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
平
時
の
運

転
で
は
貯
湯
タ
ン
ク
の
お
湯
が
満
タ
ン
に

な
る
と
効
率
確
保
の
た
め
発
電
を
止
め
ま

す
。
起
動
時
に
は
電
力
会
社
の
電
気
を
使

用
し
ま
す
が
、
気
象
情
報
会
社
か
ら
停
電

リ
ス
ク
予
測
を
受
信
す
る
と
、
自
動
的
に

発
電
を
継
続
す
る
運
転
モ
ー
ド
に
切
り
替

え
る
「
停
電
そ
な
え
発
電
」
機
能
を
有
し
て

お
り
、
停
電
時
も
最
長
８
日
間
連
続
で
電

気
と
お
湯
が
使
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
ガ
ス

が
止
ま
っ
た
場
合
で
も
電
力
会
社
か
ら
の

電
気
が
あ
れ
ば
、
小
型
の
電
気
給
湯
器
と

し
て
お
湯
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
断

水
時
に
は
貯
湯
タ
ン
ク
内
の
お
湯
を
生
活

用
水
と
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

気
象
情
報
と
の
連
携
は
平
時
に
も
活
用

し
て
お
り
、
太
陽
光
発
電
と
併
設
さ
れ
て

い
る
場
合
、
晴
天
時
は
昼
間
の
発
電
を
止

め
て
太
陽
光
由
来
電
力
の
自
家
消
費
を
優

先
す
る
「
お
て
ん
き
連
動
」
機
能
を
搭
載

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
大
き
な
普
及
が
見
込
ま
れ
る

Ｅ
Ｖ
の
充
電
に
伴
う
課
題
解
決
に
も
役
立

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
マ
ン
シ
ョ

ン
に
Ｅ
Ｖ
が
増
え
る
と
、
受
電
点
の
電
力

ピ
ー
ク
課
題
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ
こ
に

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
発
電
余
力
を
束
ね
て
共

用
部
で
Ｅ
Ｖ
充
電
用
電
力
と
し
て
活
用
す

る
と
い
っ
た
仕
組
み
も
あ
り
得
る
は
ず
で

す
。
さ
ら
に
、
２
０
３
０
年
頃
に
は
再
エ
ネ

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

家庭用燃料電池
「エネファーム」

※ 2023年度モデル

貯湯ユニット 燃料電池
ユニット

品
と
比
べ
て
余
剰
電
力
の
自
家
消
費
率
を

約
30
％
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

　

水
道
直
圧
式
に
比
べ
て
貯
湯
式
の
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
は
水
圧
が
弱
い
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
改
善
し
て
い
ま
す
。
高

耐
圧
貯
湯
タ
ン
ク
の
搭
載
に
よ
り
シ
ャ

ワ
ー
圧
力
を
ア
ッ
プ
す
る
「
ウ
ル
ト
ラ
高

圧
」
や
、
シ
ャ
ワ
ー
温
度
と
流
量
を
一
定

リ
ズ
ム
で
変
動
さ
せ
節
水
と
省
エ
ネ
を
実

現
す
る
「
リ
ズ
ム
ｅ
シ
ャ
ワ
ー
プ
ラ
ス
」

で
快
適
性
も
追
求
し
ま
し
た
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
、
太
陽
光
発

電
の
余
剰
電
力

を
い
か
に
有
効

活
用
す
る
か
が

検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
蓄
電
池

の
普
及
は
こ
れ

か
ら
の
た
め
、

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
へ

の
活
用
が
注
目

年間のランニングコストの比較

一次エネルギー利用効率の比較（都市ガス機の場合）

約
37,200円

家庭用
ヒートポンプ給湯機
「エコキュート」

約
158,400円

電気温水器

＜算定基準＞
家庭用ヒートポンプ給湯機：HE-JPU37LQS
電気温水器：DH-37G5QU
運転モード：「おまかせ節約」
電気料金 ： 東京電力エナジーパートナー
 「スマートライフL」燃料調整額除く
 基本料金含まず （2023年7月）

大規模発電所による発電 エネファームによる発電

98％
41％

発電所 家庭 ガス
事業者 家庭

約60％
のロス※

発電

※エネルギー使用の合理化に関する法律に基づき算出

“給湯”を知る

特		集

比
率
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
電
力

系
統
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
が
難
し
く

な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
で
発
電
し
た
電
力
を
系
統
に
回

す
、
あ
る
い
は
発
電
を
止
め
て
あ
え
て
系

統
か
ら
購
入
す
る
な
ど
、
バ
ラ
ン
サ
ー
と

し
て
の
役
割
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
導
入
コ

ス
ト
低
減
の
た
め
の
取
り
組
み
と
と
も
に

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る
発
電
の
価
値
向
上

を
追
求
し
、
販
売
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

ヒートポンプユニット 貯湯ユニット

家庭用
ヒートポンプ給湯機

「エコキュート」
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　日本国内で約1,900店舗を展開するコーヒーチェーンのス
ターバックス。店舗から出る食品廃棄物のうち、およそ8割
を占めているのがコーヒーを抽出した後に残る豆かすだという。
  「当社にとってコーヒー豆は最も大切な原材料です。大切
に育てられ、情熱を注いで調達した豆が、お客様にコーヒー
を提供した途端、ゴミになってしまう。この点に寂しさや
違和感を抱き、豆かすに付加価値を付けて利活用できない
かと考え、2008年頃から豆かすを飼料化・たい肥化する
道筋を模索していました」。こう話すのは、同社でリサイ
クル事業に取り組む普川玲氏だ。
　豆かすを循環資源として活用する方法を探るため、様々
な企業や専門家と接触する中で出合ったのが、コンタクト
レンズ用品の開発で培った技術を環境・バイオ事業にも展
開する株式会社メニコンの担当者だった。コーヒー好きで、
コーヒー抽出後の豆かすに可能性を感じていた点で意気投
合し共同開発を始めた。試行錯誤を重ねた結果、これまで
困難とされてきた豆かすのリサイクル（飼料化・たい肥化）
を実現した。
  「飼料については麻布大学との共同研究で、豆かすには乳
牛にとって有効なポリフェノールが含まれていることが分
かりました。これを生かした給餌効果を確認するため実証
試験を繰り返し、製造方法を決定するまでには長い時間を
要しました。また、たい肥についてはポリフェノールに発
芽や根張りを抑制する作用があることから、新芽に養分を
集中させたい茶葉育成には効果的に働くと考えました。茶
農家からは葉に艶が出てきたと大変好評をいただいており
ます。一方で野菜育成には成長を促す善玉菌を加えること
で発芽抑制を低減するなど、用途に合わせて効果の異なる
たい肥を提供しています」

業界全体へのリサイクルループ波及を期待
　2014年、同社はコーヒー豆かすを利用した事業として
は国内初となる食品リサイクルループ認定＊１を取得し、
本格的な豆かすのリサイクルループに乗り出した（図）。
  「豆かすから生まれた飼料やたい肥を提携農家や酪農家に
販売し、これらを用いて生産された野菜や牛乳を買い戻し

てフードやドリンクに活用することでリサイクルループを
形成しています。全国の店舗のうち現在約250店舗で実施
していますが、さらに店舗数を増やしていく予定です」
　リサイクルループの実現には農家やリサイクル業者など
多くの人たちが関わっているため、同社の思いを共有し、
関係する全ての人たちの共感を得ることが重要となる。そ
れは社内においても例外ではない。
  「店舗ではコーヒー抽出後の脱水や、カビ発生防止のため
に酢をスプレーする作業など新たな負荷が生じますが、パー
トナー（従業員）＊2は、飼料やたい肥といった豆かすのそ
の先の姿を知り、非常に前向きに作業に取り組んでいます。
また、リサイクルループに参加している農家へパートナー
が訪れる機会をつくることで、コーヒー以外の原材料にも
関心を持ち、それが農家にも伝わり信頼関係が深まるとい
う相乗効果が生まれていると感じています」
　さらに飼料やたい肥にとどまらず、店内の壁材やトレー、
コーヒー豆袋を閉じるクリップの原料などにも活用範囲を
広げ、全店舗での豆かすリサイクルを目指している。
  「本取り組みは、2030年に食品廃棄物半減（2019年比）
という目標を掲げる当社にとって重要な施策の一つです。
同業他社でも豆かすの脱水～酢スプレーの作業が可能であ
れば、当社提携のリサイクル事業者で同様の取り組みが可
能です。共感の輪を広げ、社会全体で豆かすのリサイクル
が進むことを期待しています」

2001年に施行された「食品リサイクル法」で
は、食品廃棄物の発生抑制と減量化を目指す
とともに、飼料やたい肥の原材料として再生利
用するよう求めている。食品廃棄物が減少する
ことで燃焼処理が抑制され、CO2排出量削減
につながる。これにいち早く取り組み、リサイ
クルが難しいとされてきたコーヒー豆かすの再
生利用を行っているのがスターバックスだ。

7

廃棄されてきたコーヒーの豆かすを循環資源に

スターバックス コーヒー
ジャパン 株式会社

サプライチェーン本部
サステナビリティ &資材購買部

 エシカルソーシング・
サステナビリティチーム

普川 玲 氏

脱炭素リューションリューション

●●

脱炭素
5

＊1：	食品リサイクル法に基づく再生利用事業計画の取り組みの一環として食品関連事業者、再生利用事業者、農林漁業者等の三者連携により、
食品循環資源の再生利用を推進する計画を国に申請し認定を受ける制度

＊2：	スターバックスでは、同社で働く全ての従業員を「パートナー」と呼ぶ

スターバックス店舗 チルドセンター

戻り便

チルド便

FOODS
& DRINKS

コーヒー豆かすリサイクルループ

リサイクル施設

たい肥牛のえさ野菜ミルク
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本　　社  ● 東京都小金井市中町
  4-16-17
創　　業  ● 2010年
資 本 金  ● 50万円
事業内容  ● 学生服のリユース事業

う
営
業
ス
タ
イ
ル
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
家
庭

と
仕
事
の
両
立
に
は
、
子
ど
も
に『
お
か
え
り
』

と
い
え
る
環
境
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
、
私
が
苦
労
し
て
き
た
の
で
同
じ
よ

う
に
苦
労
を
抱
え
る
人
を
助
け
た
い
と
思
い
、
お

客
様
の
悩
み
を
聞
く
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
重
視
し
ま
し
た
」

—

そ
の
結
果
母
親
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
生
ま
れ
、
お
店
の
片
隅
で
子
ど
も
食
堂
や
多
世

代
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
地
域

活
動
も
活
発
化
し
た
。
ク
チ
コ
ミ
が
拡
大
し
て
売

り
上
げ
も
順
調
に
伸
び
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
は
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
も
注
目
さ
れ
て
認

知
度
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
広
が
り
が
追
い
風
と
な
り

地
域
共
感
型
ビ
ジ
ネ
ス
が
全
国
に
拡
大

		「
こ
の
頃
か
ら〝
自
分
も
こ
の
よ
う
な
店
を
や
っ

て
み
た
い
〟と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
ま
し

た
。
一
号
店
の
よ
う
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
広
が
り
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

感
じ
、
全
国
展
開
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
た
だ
し

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
制
で
は
な
く
パ
ー
ト
ナ
ー
制
と

し
、
月
会
費
９
５
０
０
円
の
み
で
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
母
親
が
で
き
る
ス

モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
守
る
た
め
で
す
。
ノ
ル
マ
を

課
し
て
売
り
上
げ
拡
大
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、

自
由
な
発
想
で
地
域
の
困
り
ご
と
に
貢
献
す
る

〝
地
域
共
感
型
ビ
ジ
ネ
ス
〟を
目
指
し
ま
し
た
」

—

と
は
い
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
。

事
業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
本
業
で
利
益
を
生

む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
重
要
と
な
る
の
が
、

い
か
に
多
く
の
商
品
を
持
て
る
か
、
つ
ま
り
学
生

服
を
回
収
で
き
る
か
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
企
業
や

学
校
な
ど
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
開
始
。
集
ま
っ
た
学
生
服
の
査
定
額

を「
こ
ど
も
の
未
来
応
援
基
金
」＊
に
寄
付
す
る
仕

組
み
を
作
り
、
利
益
拡
大
と
社
会
貢
献
の
両
立
を

目
指
し
た
。

		「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
広
が
り
も
追
い
風
と
な
り
、
当
社

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
依
頼
も
増
え
ま
し

た
。
認
知
度
も
向
上
し
、
今
で
は
お
よ
そ
９
０
０

カ
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
企

業
か
ら
は
、『
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
目
に
し
た
社
員

が
子
ど
も
の
貧
困
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
』

な
ど
の
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学

校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
が

『
リ
ユ
ー
ス
の
方
が
格
好
い
い
』と
買
い
に
来
る

よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」

—

北
川
氏
の
今
後
の
目
標
は
、
障
害
を
持
つ

人
た
ち
と
一
緒
に
学
べ
る「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
」の
実
現
だ
と
い
う
。

		「
社
会
的
弱
者
の
方
た
ち
に
社
会
と
の
つ
な
が
り

や
役
割
を
持
つ
場
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。
価

値
観
が
多
様
化
す
る
今
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
を

笑
顔
に
し
て
地
域
の
中
で
循
環
す
る
仕
組
み
を
作

る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す	

」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

し
た
が
、
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
た
め
の
学
生
服

は
売
っ
て
い
ま
せ
ん
。
全
国
を
調
べ
て
も
学
生
服

の
リ
ユ
ー
ス
事
業
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
な
い
の
な
ら
自
分
が
や
ろ
う
と
決
意
し

た
の
で
す
。
周
囲
の
母
親
た
ち
か
ら
も
、
着
な
く

な
っ
た
学
生
服
の
扱
い
に
困
っ
て
い
る
、
学
生
服

の
値
段
が
高
い
と
い
う
声
も
多
く
、
こ
の
困
り
ご

と
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
起

業
の
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
」

—

自
宅
で
創
業
し
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

商
品
と
な
る
学
生
服
の
回
収
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

子
ど
も
の
学
生
服
を
何
に
使
う
の
か
と
怪
し
ま
れ
、

な
か
な
か
売
っ
て
も
ら
え
な
い
。
信
用
を
得
る
た

め
に
は
実
店
舗
が
必
要
と
考
え
、
小
さ
な
店
舗
を

借
り
て「
さ
く
ら
や
」一
号
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
時
に
、
毎
晩
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
回
っ

た
り
、
ブ
ロ
グ
を
１
日
10
回
以
上
更
新
し
て
情
報

を
発
信
し
た
り
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
た
。

す
る
と
、
不
要
に
な
っ
た
学
生
服
を
売
り
た
い
と

い
う
来
店
者
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
。

		「
次
の
課
題
は
、
回
収
し
た
学
生
服
の
洗
濯
や
名

前
の
刺
し
ゅ
う
取
り
で
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
に
提
供
す
る
た
め
に
、
専
門
業
者
で
は

な
く
、
今
空
い
て
い
る
力
を
活
用
で
き
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
洗
濯
は
障
害
者
就
労
支

援
施
設
に
、
名
前
の
刺
し
ゅ
う
取
り
は
地
域
の
お

年
寄
り
に
お
願
い
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
新

た
な
雇
用
も
生
み
出
す
一
石
二
鳥
の
事
業
が
確
立

し
ま
し
た
。
ま
た
、
週
４
日
・
10
時
～
15
時
と
い

困
窮
し
た
生
活
か
ら
生
ま
れ
た

学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス
と
い
う
ア
イ
デ
ア

—

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
は
誰
か
の
困
り
ご
と
を

解
決
す
る
こ
と
。
サ
ン
ク
ラ
ッ
ド
が
運
営
す
る「
さ

く
ら
や
」は
、
使
わ
な
く
な
っ
た
学
生
服
を
安
価

で
販
売
す
る
学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
だ
。

あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た
こ
の
事
業
は
、
代
表
自
身

の
困
り
ご
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
２
０
１
０
年
に
香

川
県
で
創
業
し
、
現
在
で
は
全
国
に
お
よ
そ
70
店

舗
を
展
開
。
地
域
に
寄
り
添
っ
た
経
営
ス
タ
イ
ル

で
一
躍
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

		「
当
時
の
私
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
３
人
の

子
育
て
に
奔
走
し
て
お
り
、
電
気
代
に
困
る
ほ
ど

困
窮
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
１
着

数
万
円
す
る
子
ど
も
の
学
生
服
は
、
衣
替
え
や
成

長
に
伴
う
買
い
替
え
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
大
き
な

負
担
で
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
回
り
ま

株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
ッ
ド

事業を通じて
社会的弱者の雇用も生み出す

安心して売り買いできる学生服の
リユースショップを展開

「地域共感型ビジネス」を掲げ
利益と社会貢献を両立

ここが注目ポイント

役目を終えた学生服を次の世代へ
地域の困りごとを解決し
SDGsを体現するリユースショップ

代表取締役

北川 加奈子 氏

さくらや店舗内観。その学校・幼稚園に通う予定の人
と既に通っている人に向けて販売。販売時には学生証
の提示などをお願いしている。また、学用品なども取
り扱う

障害者やお年寄りなどに洗濯、名前の刺
しゅう取りなどを依頼し、雇用を創出

企業、学校、自治体などに回収ボックスを設置し
てもらう「学生服ツナグプロジェクト」

各店舗がそれぞれ地域の困りごとを解決する様々な
活動を実施している。例えばランドセル無料譲渡会、
フードパントリー、SDGs教育支援など

＊	内閣府、文部科学省、厚生労働省、独立行政法人福祉医療機構により構成
する「こどもの未来応援国民運動推進事務局」が管理・運用する子どもの
貧困対策を進めるための官公民連携プロジェクト。寄付金は子ども食堂や
フードバンクなどの支援に活用される

写真協力パートナー店：
①	高松店		②	加古川店		③	静岡清水店		④	藤沢店		⑤	花巻店		⑥	川崎店

●❶❶ ●❷❷

●❸❸

●❹❹ ●❺❺

●❻❻



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■ 送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3269
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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今号の脱炭素リューションはスターバックス様を取材しました。皆様の身近で
も脱炭素に関わる取り組みが進んでいることを感じ取れたのではないでしょう
か。私は普段スターバックスではノーカスタムでしたが、初めてミルク増量を
カスタムしてみました。甘党なのでミルクの量に比例して幸福度も増量し、リ
サイクルループを感じながら至福のひと時を楽しむことができました。もちろ
んミルクの種類は低脂肪タイプです。（H）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　東京西支店  小金井府中展示場

　国立社会保障・人口問題研究所は「日本の世帯数の将来
推計（全国推計）」を5年ごとに実施し、家族類型別（「単独」

「夫婦のみ」「夫婦と子」「ひとり親と子」「その他」の５類型）
にみた将来の世帯数を求めている。今回は2020年の国勢
調査を基に、2020～50年の30年間について将来推計を
取りまとめ、公表した。推計結果のポイントは以下の通り。
❶ 世帯総数は2030年をピークに減少
　世帯総数は2030年の5,773万世帯でピークを迎え、そ
の後は減少に転じて2050年には5,261万世帯となる。平
均世帯人員は「世帯の単独化」が一層進むことにより、
2020年の2.21人から減少を続け、2033年に初めて２人
を割り込み1.99 人に、2050 年には1.92人となる。
❷ 2050年には単独世帯が44.3%、2,330万世帯に
　「単独」世帯の割合は2020年の38.0%から2050年に
は44.3% へと上昇し、世帯数は2,330万世帯となる。
2020年よりも世帯数が増加するのは「単独」世帯のみ。
❸ 65歳以上の高齢世帯数のピークは2045年
　世帯主が65歳以上の世帯は2045年の2,431万世帯を
ピークに、2050年には2,404万世帯となる。世帯主が 
75歳以上の世帯は、2030年まで増加した後いったん減少
するものの再度増加し、2050年には2020年よりも425

万世帯多い 1,491万世帯になる。
❹ 2050年の男性高齢単独世帯の6割は未婚
　2020～50年の間に65歳以上男性の独居率は16.4％
→26.1％、女性は23.6％→29.3％となり、特に男性の単
独世帯化が大きく進む。また高齢単独世帯に占める未婚者
の割合は、男性 33.7%→59.7%、女性は 11.9%→30.2%
となり、近親者のいない高齢単独世帯が急増する。

　家庭のエネルギー消費で大きな割合を占める給湯分野で
高効率給湯器の導入支援を行う「給湯省エネ2024事業」
が3月29日から交付申請（予約含む）を受け付けている。
申請期限は2024年12月31日までだが、予算上限に達し
次第終了となる。現在（5月1日付）、予算540億円に対す
る申請額の割合は15％、撤去加算については予算40億円
に対し21％となっている。なお新築注文住宅（購入・工事
タイプ）の場合、交付申請は住宅の引渡し以降、予約は建
築着工日以降に可能となる。
● 補助対象：戸建・共同住宅、新築・既存等によらず、

高効率給湯器の購入･工事、リース利用に対する補助
● 補助対象期間
　・契約期間は着工日以前
　・着工期間は2023年11月2日以降
● 申請者：あらかじめ給湯省エネ事業者として登録を受

けた事業者

● 補助額：以下①～③の合計

設置する給湯器＊

① 基本 ② 性能加算

補助額　　　　　　　　　
上限：戸建 いずれか2台
共同住宅 いずれか1台

要件
補助額

いずれか 両方

ヒートポンプ給湯機（エコキュート） 8万円/台
A ２万円/台

５万円/台
B ４万円/台

電気ヒートポンプ・
ガス瞬間式併用型給湯機
（ハイブリッド給湯機）

10万円/台
A 3万円/台

５万円/台
B 3万円/台

家庭用燃料電池（エネファーム） 18万円/台 C 2万円/台

＊補助対象となる給湯器は、機器ごとにそれぞれ性能要件を満たしたものに限る

A：昼間の余剰再エネ電気を活用でき、インターネットに接続可能な機種	
B：補助要件下限の機種と比べて、5％以上CO2排出量が少ない機種	
C：レジリエンス機能が強化された機種

③ 撤去加算

工事の内容 補助額 補助上限

電気蓄熱暖房機の撤去 10万円/台 2台まで

電気温水器の撤去 5万円/台 ①で補助を受ける台数まで

「日本の世帯数の将来推計（全国推計）－令和6（2024）年推計－」
を公表 －国立社会保障・人口問題研究所	

「給湯省エネ2024事業」の交付申請（予約含む）を開始 
－経済産業省

『日本の世帯数の将来推計（全国推計）』（令和６（2024）年推計）を基に作成

◆ 一般世帯総数、平均世帯人員の推移（1980～2050年）

一般世帯総数（万世帯）
6,000
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2023年度の
新設住宅着工戸数：
800,176戸
前年度比7.0％減

２年連続の減少
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